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春な忘れそ
中尾 博恵

販売価格（税抜） 900,000円
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清流水中花
菅 かおる

販売価格（税抜） 1,000,000円
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－ICOM Kyoto 2019と文化×産業への期待

京都商工会議所では、次代を担う美術若手作家を
支援するため、作品の発表機会の創出、購入希望者
とのマッチングの取組みを行っています。今回、ご紹介
する作品はいずれも、本所が共催する「京都 日本画
新展」に出展されたもので、2020年5月末まで、
京都経済センター７階 京都商工会議所内 役員
エリアにて常設展示を行っております。ぜひこの機会
にご覧いただくとともに、ご購入をご検討ください。
（※観覧をご希望の際は、事前にご連絡ください。）
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Fram Kitagawa

1946年新潟県高田市（現上越市）生まれ。
東京芸術大学美術学部卒業。アートフロン
トギャラリー代表。
地域づくりの実践として、「大地の芸術祭 越
後妻有アートトリエンナーレ」（2000～）、
「瀬戸内国際芸術祭」（2010～）、「北アルプ
ス国際芸術祭」（2017）、「奥能登国際芸術
祭」（2017）で総合ディレクターをつとめる。
2003年フランス芸術文化勲章シュヴァリエ
を受勲。2006年度芸術選奨文部科学省大
臣賞。2012年オーストラリア名誉勲章・オ
フィサー。2016年紫綬褒章受章。2017年度
朝日賞受賞。2018年度文化功労者受章。

Profile

芸術文化が開く
地域活性化

　瀬戸内国際芸術祭がスタート

したきっかけは単純な話で、急

激に人口が減り、地域力がなく

なった瀬戸内での生活や人々を

どうにかしようということでした。

そこでアートや建築を表に出して

芸術祭を企画したわけですが、

地域を元気にするには、まずそ

こに住んでいる人たちの誇りが

必要です。本来の目的は、アー

ト作品の展示ではなく地域の生

活文化を称揚することであると

考えてやってきました。

　ここで重要なのは、開催地で

ある香川や高松だけがよくなる

のではなく、あくまでもテーマは

世界が抱える課題を解決すると

いう「文化としての志」を示すこ

とです。瀬戸内での芸術祭を通

して世界のさまざまな課題に取

り組んでいこうと世界中の人たち

に呼びかけることでサポーター

を募り、より多くの人々に関わっ

てもらうようにしました。その結

果、例えば 2016 年には延べ

7,000 人のサポーターが関わ

り、うち外国人が２割を超えま

した。また、観光に訪れた 100

万人のうち、4 割近くが外国人

であるということも、とても重要

なことです。さらに、2016 年か

らは芸術祭の公式プログラムとし

て、「瀬戸内アジアフォーラム」

を開催。アジア各国・各地域で

アートや文化による地域づくりに

取り組む人々が集い、学び、語

り合うもので、2019 年の第２回

には 15 の国と地域、36 団体

が参加し大きな盛り上がりを見

せました。いまや瀬戸内は、文

化芸術におけるアジアのハブにな

ろうという志を持って動き出して

います。

　それぞれの島から発信される

アートは、固有の文化や歴史的

背景を取り込み、土地に根ざし

たものとなって、住民の生活そ

のものに変化を与えています。

たとえば、かつて産業廃棄物の

不法投棄が問題となっていた豊

島では、古い空き家を改装した

レストランをつくり、シェフと島

の人々が一緒に働いて地元の魚

や野菜を使った料理を提供し、

食とアートで人々をつないでいま

す。また、かつてハンセン病療

養所が置かれていた大島では、

アート作品によってその記憶を

残すとともに、世界の子どもたち

を集め未来に開くストーリーへと

展開しています。こうした活動は、

住民が自分たちの島への誇りを

取り戻すきっかけになっているの

です。

　そんななかでとんでもない

ニュースが入ってきました。ひと

つは国際的に大きな影響力を持

つ旅行雑誌『ナショナルジオグ

ラフィックトラベラー』が、

「2019 年に行くべきところは芸

術祭を開催している瀬戸内」と

して、瀬戸内を世界一の場所に

選定しました。『ニューヨークタ

イムズ』でも、「2019 年に行く

べき 52 カ所」の７位に芸術と

自然が融合する場所として瀬戸

内をランクインさせています。い

ずれも日本からベスト10 に入っ

ているのは瀬戸内のみです。そ

んな状況へと変わり始めたのは、

アートをひとつのきっかけにもと

もとあった観光資源を明らかに

することができたからです。

　近年のアートは世界のどの場

所にあっても同じように見えるの

が理想ということで、「ホワイト

キューブ」といわれるギャラリー

や美術館が主流になっていまし

た。しかしアートは本来、自分

が生きている世界の課題や問題

に、何らかの形で寄与するとい

う目的に向かってきたものです。

そういったことが今、失われてい

るわけです。

　また、日本の現代美術は、こ

れまでは欧米の流行を真似てき

ました。しかし、日本は極東の

島国でありながら、人類の文化

のウイングを広げるような独自の

活動を展開してきた事実があり、

その歴史的、地形的、気象的

背景を踏まえて出発しないとい

けません。そこをやらなければ、

欧米の練習生のままで終わって

しまいます。

　私たちは世界の課題解決に対

する考察を深めたうえで、そこの

土地でしかできない工夫を凝ら

すことが必要です。新潟の山奥

や瀬戸内の離島から生まれてい

く芸術が、新しい形で地域を元

気にする大きな引き金になり始

めたということです。その意味で

は、京都は日本の中でも強力な

資源を持っている土地です。もっ

と構えを大きく持ちこの資源を日

本だけではなく世界人類共通の

ものとして取り組んでいけば、

相当に面白い文化・芸術祭の

発信地になるのではないで

しょうか。

～瀬戸内国際芸術祭を事例に～

　国際社会は、ふたつの世界

大戦で大きな犠牲を払ったの

ち、ユートピアを目指そうとして

きました。しかし現状はぐんぐん

退化し、地球環境は悪化してい

るのに京都議定書の目標は達成

されず、資本主義は倫理性を

失っています。そんななかで、

国連に加盟する約 200 か国が

再びユートピアを目指そうと、

2015 年、持続可能な開発目標

「SGDs」を掲げました。その一

環として、2017 年を「開発の

ための持続可能な観光の国際

年」と定められました。観光地

の環境や文化を守りながらその

土地本来の姿を求める、すなわ

ち異なる土地に行き、異なる人、

異なる価値観と出会い相互理解

を深めるという観光が、今ほど

重要なことはないというメッセー

ジです。私ははからずも、これと

シンクロすることを日本のいくつ

かの場所で始めてきました。

　出発点は2000 年に越後で開

催した「大地の芸術祭」です。

これ以降、芸術文化による地域

活性化によって世界に影響を与

えてきました。なかでも「瀬戸

内国際芸術祭」は、規模として

世界で一番大きな芸術祭になり

ました。この芸術祭は、瀬戸内

地域一帯で春夏秋の約 100 日

間開催され、1 日平均 1 万人、

のべ 100 万人を越える人が来

場します。2010 年の夏に第１

回を開催し、現在は 3 年に１度

のトリエンナーレという形で定着

しています。

「持続可能な観光」
への先鞭

講演録

瀬戸内国際芸術祭の総合ディレクターとして世界的にご活躍の北川フラムさんの講演録をお届けします。
文化や芸術を活かして持続的な成長・発展を目指す取り組みが各地で進められる中、
文化都市である京都が果たすべき役割のヒントを探ります。
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ための持続可能な観光の国際

年」と定められました。観光地

の環境や文化を守りながらその

土地本来の姿を求める、すなわ

ち異なる土地に行き、異なる人、

異なる価値観と出会い相互理解

を深めるという観光が、今ほど

重要なことはないというメッセー

ジです。私ははからずも、これと

シンクロすることを日本のいくつ

かの場所で始めてきました。

　出発点は2000 年に越後で開

催した「大地の芸術祭」です。

これ以降、芸術文化による地域

活性化によって世界に影響を与

えてきました。なかでも「瀬戸

内国際芸術祭」は、規模として

世界で一番大きな芸術祭になり

ました。この芸術祭は、瀬戸内

地域一帯で春夏秋の約 100 日

間開催され、1 日平均 1 万人、

のべ 100 万人を越える人が来

場します。2010 年の夏に第１

回を開催し、現在は 3 年に１度

のトリエンナーレという形で定着

しています。

「持続可能な観光」
への先鞭

講演録

瀬戸内国際芸術祭の総合ディレクターとして世界的にご活躍の北川フラムさんの講演録をお届けします。
文化や芸術を活かして持続的な成長・発展を目指す取り組みが各地で進められる中、
文化都市である京都が果たすべき役割のヒントを探ります。
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　瀬戸内国際芸術祭がスタート

したきっかけは単純な話で、急

激に人口が減り、地域力がなく

なった瀬戸内での生活や人々を

どうにかしようということでした。

そこでアートや建築を表に出して

芸術祭を企画したわけですが、

地域を元気にするには、まずそ

こに住んでいる人たちの誇りが

必要です。本来の目的は、アー

ト作品の展示ではなく地域の生

活文化を称揚することであると

考えてやってきました。

　ここで重要なのは、開催地で

ある香川や高松だけがよくなる

のではなく、あくまでもテーマは

世界が抱える課題を解決すると

いう「文化としての志」を示すこ

とです。瀬戸内での芸術祭を通

して世界のさまざまな課題に取

り組んでいこうと世界中の人たち

に呼びかけることでサポーター

を募り、より多くの人々に関わっ

てもらうようにしました。その結

果、例えば 2016 年には延べ

7,000 人のサポーターが関わ

り、うち外国人が２割を超えま

した。また、観光に訪れた 100

万人のうち、4 割近くが外国人

であるということも、とても重要

なことです。さらに、2016 年か

らは芸術祭の公式プログラムとし

て、「瀬戸内アジアフォーラム」

を開催。アジア各国・各地域で

アートや文化による地域づくりに

取り組む人々が集い、学び、語

り合うもので、2019 年の第２回

には 15 の国と地域、36 団体

が参加し大きな盛り上がりを見

せました。いまや瀬戸内は、文

化芸術におけるアジアのハブにな

ろうという志を持って動き出して

います。

　それぞれの島から発信される

アートは、固有の文化や歴史的

背景を取り込み、土地に根ざし

たものとなって、住民の生活そ

のものに変化を与えています。

たとえば、かつて産業廃棄物の

不法投棄が問題となっていた豊

島では、古い空き家を改装した

レストランをつくり、シェフと島

の人々が一緒に働いて地元の魚

や野菜を使った料理を提供し、

食とアートで人々をつないでいま

す。また、かつてハンセン病療

養所が置かれていた大島では、

アート作品によってその記憶を

残すとともに、世界の子どもたち

を集め未来に開くストーリーへと

展開しています。こうした活動は、

住民が自分たちの島への誇りを

取り戻すきっかけになっているの

です。

　そんななかでとんでもない

ニュースが入ってきました。ひと

つは国際的に大きな影響力を持

つ旅行雑誌『ナショナルジオグ

ラフィックトラベラー』が、

「2019 年に行くべきところは芸

術祭を開催している瀬戸内」と

して、瀬戸内を世界一の場所に

選定しました。『ニューヨークタ

イムズ』でも、「2019 年に行く

べき 52 カ所」の７位に芸術と

自然が融合する場所として瀬戸

内をランクインさせています。い

ずれも日本からベスト10 に入っ

ているのは瀬戸内のみです。そ

んな状況へと変わり始めたのは、

アートをひとつのきっかけにもと

もとあった観光資源を明らかに

することができたからです。

　近年のアートは世界のどの場

所にあっても同じように見えるの

が理想ということで、「ホワイト

キューブ」といわれるギャラリー

や美術館が主流になっていまし

た。しかしアートは本来、自分

が生きている世界の課題や問題

に、何らかの形で寄与するとい

う目的に向かってきたものです。

そういったことが今、失われてい

るわけです。

　また、日本の現代美術は、こ

れまでは欧米の流行を真似てき

ました。しかし、日本は極東の

島国でありながら、人類の文化

のウイングを広げるような独自の

活動を展開してきた事実があり、

その歴史的、地形的、気象的

背景を踏まえて出発しないとい

けません。そこをやらなければ、

欧米の練習生のままで終わって

しまいます。

　私たちは世界の課題解決に対

する考察を深めたうえで、そこの

土地でしかできない工夫を凝ら

すことが必要です。新潟の山奥

や瀬戸内の離島から生まれてい

く芸術が、新しい形で地域を元

気にする大きな引き金になり始

めたということです。その意味で

は、京都は日本の中でも強力な

資源を持っている土地です。もっ

と構えを大きく持ちこの資源を日

本だけではなく世界人類共通の

ものとして取り組んでいけば、

相当に面白い文化・芸術祭の

発信地になるのではないで

しょうか。

　国際社会は、ふたつの世界

大戦で大きな犠牲を払ったの

ち、ユートピアを目指そうとして

きました。しかし現状はぐんぐん

退化し、地球環境は悪化してい

るのに京都議定書の目標は達成

されず、資本主義は倫理性を

失っています。そんななかで、

国連に加盟する約 200 か国が

再びユートピアを目指そうと、

2015 年、持続可能な開発目標

「SGDs」を掲げました。その一

環として、2017 年を「開発の

ための持続可能な観光の国際

年」と定められました。観光地

の環境や文化を守りながらその

土地本来の姿を求める、すなわ

ち異なる土地に行き、異なる人、

異なる価値観と出会い相互理解

を深めるという観光が、今ほど

重要なことはないというメッセー

ジです。私ははからずも、これと

シンクロすることを日本のいくつ

かの場所で始めてきました。

　出発点は2000 年に越後で開

催した「大地の芸術祭」です。

これ以降、芸術文化による地域

活性化によって世界に影響を与

えてきました。なかでも「瀬戸

内国際芸術祭」は、規模として

世界で一番大きな芸術祭になり

ました。この芸術祭は、瀬戸内

地域一帯で春夏秋の約 100 日

間開催され、1 日平均 1 万人、

のべ 100 万人を越える人が来

場します。2010 年の夏に第１

回を開催し、現在は 3 年に１度

のトリエンナーレという形で定着

しています。

アートと地域と
世界の課題をリンク

世界の人々が目指す
「瀬戸内国際芸術祭」
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が理想ということで、「ホワイト

キューブ」といわれるギャラリー
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シンクロすることを日本のいくつ
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　出発点は2000 年に越後で開
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これ以降、芸術文化による地域
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えてきました。なかでも「瀬戸
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ました。この芸術祭は、瀬戸内
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回を開催し、現在は 3 年に１度
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か？」「他人を無条件で認めな
ければならない理由は？」と平
然と返されます。こうした感覚は
一見日本人と似ているので余計
に理解しづらく、私自身も始め
は大変違和感を覚えました。
　そのうち、「多様性を理解する
には、自分たちが持っている価
値観をゼロにしなければならな
い」と気づきました。日本人は
まず相手との共通項を探そうと
しますが、相手と自分は “違う”
のだという前提に立てば、「理解
できないのは当然」であり「話
せば分かる」は幻想なのです。
　特に、京都は国際都市です
から、経済や観光の分野で外国
人と関わる機会も少なくありませ
ん。今までの先入観を捨て、ど
こまで自分たちとの違いに向き
合えるのか、グローバル社会を
生きていくうえで大切な要素に
なってくると思います。

　アメリカは日本にとって大切
な友好国であり、対応するのは
政府や主要機関のある首都が
中心ですが、アジアやロシアな
どの国 と々のパイプを担うのは、
東京以外のまちや住民がやるべ
き仕事です。（新型コロナウイル
スの影響で）来日する観光客
が減った今、中国人のマナー
は悪いからもう来なくていいと考
えるのではなく、これまで十分
京都にお金を落としてくれたの
だから、相手が困ったときこそ、
自分たちが築いてきた関係を
使って応援しましょう…という矜
持を今こそ持ってほしいと思い
ます。本来グローバルな世界に
おける国と国の関係は、そうい
う押し引きの連続であり、中央
政府ではなく地域がイニシア
ティブをとって取り組む時代に

差しかかっているのではないで
しょうか。
　東京はひたすら欧米化を目指
しているだけですが、京都や大
阪、神戸には長い歴史の中で
それぞれ磨き上げられてきた個
性があります。それぞれの長所
を活かし、得意分野を提供し
合えば、東京に負けない太い
関係性を海外の国 と々築けるは
ずです。そのとき、考えを一つ
にして協調や連携をする必要は
ありません。なぜ京都というま
ちが 1200 年以上の間、日本
の中心地であり続けられたのか
を考えれば、自ずと自分たちの
多様性とアイデンティティのあり
かが見つかり、新しい価値観の
創造につながると思います。
　いま世界で何が起こっている
かを見据え、翻ってそれが京都
にどのような影響を及ぼすのか
という目を持って、この激動の
時代をポジティブに活動してい
ただきたいですね。

　小説の主人公は “視点のカメ
ラ” を持っています。このカメラ
を通じて物語が進行するだけで
なく、視点登場人物の内面を映
し出すという重要な働きをしま
す。例えば、8 年前に上梓した
小説『黙示』では、農薬に反
対している養蜂家とその農薬を
開発しているメーカーの責任者
が登場するのですが、両者に視
点を持たせました。養蜂家は自
分たちのミツバチが死んでいる
から農薬は悪だと言いますが、
小さな農薬メーカーがどんな思
いや技術で農薬を作ったかを聞
くうちに、気持ちが揺れ動く。
一方、開発者側にも葛藤があり、
常に自問自答している。そうした、
意見を異にした人物たちの内面
で何が起きているのかを、読者
は知ることができるのです。
　『ハゲタカ』シリーズでも視点
登場人物が数多く出てきます。
それぞれが、会社を買う側や買
われる側の立場で奮闘します
が、痛い目に合うのは架空の世
界の主人公で、読者は彼らの失
敗や成功を疑似体験できるので
す。すると、世の中には様々な
価値観が存在し、駆け引きが行
われるうちに人の考えはこんなふ
うに変わるなど、現実には失敗
せずとも、多くのことに気づくきっ

かけとなります。世の中の仕組
や他人の内面を読み解く感受性
を、小説で楽しみながら身に着
けていただければと思います。

　日本はほぼ単一言語、単一
文化の国であり価値観の近い人
が多く、何かあれば「一つにな
ろう」「つながろう」と言い、空
気を読めないのはよくないと考え
る風潮があります。しかし世界
を見渡すと、様々な文化や価値
観が共存し、だからこそ多様性
を生み出している国がたくさんあ
ります。
　例えば、ニューヨークのウォー
ル街で働く人たちはリーマン
ショックで世界経済を破綻させ
るくらいの失敗をしたのに、いま
だ に「Greed is good」、す な
わち「強欲は善だ」という考え
を持ち続けています。失敗はし
たけれど、金儲けがアメリカンド
リームを実現するためのモチ
ベーションであることは変わりな
く、強欲でなければ厳しいビジ
ネス社会では生き残れない。む
しろ、強欲を反省しろというのは
負け組の言い訳で、私たちには
関係ないと言って憚りません。
北京や上海でも同じような発言
はよく聞きますし、「なぜ相手を
思いやらなければならないの
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講演録

1962 年大阪府生まれ。同志社大学卒、
新聞記者、フリーライターを経て 2004 年
『ハゲタカ』でデビュー。同シリーズのほか、
『マグマ』『黙示』『売国』など幅広い社会
問題を現代に問う小説を発表している。近
著に日本の財政破綻を描いた『オペレー
ション Z』（3 月 15 日～WOWOW でドラ
マ化）、東京五輪を舞台にした『トリガー』、
再生細胞と医療の未来に迫る『神域』など。
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か？」「他人を無条件で認めな
ければならない理由は？」と平
然と返されます。こうした感覚は
一見日本人と似ているので余計
に理解しづらく、私自身も始め
は大変違和感を覚えました。
　そのうち、「多様性を理解する
には、自分たちが持っている価
値観をゼロにしなければならな
い」と気づきました。日本人は
まず相手との共通項を探そうと
しますが、相手と自分は “違う”
のだという前提に立てば、「理解
できないのは当然」であり「話
せば分かる」は幻想なのです。
　特に、京都は国際都市です
から、経済や観光の分野で外国
人と関わる機会も少なくありませ
ん。今までの先入観を捨て、ど
こまで自分たちとの違いに向き
合えるのか、グローバル社会を
生きていくうえで大切な要素に
なってくると思います。

　アメリカは日本にとって大切
な友好国であり、対応するのは
政府や主要機関のある首都が
中心ですが、アジアやロシアな
どの国 と々のパイプを担うのは、
東京以外のまちや住民がやるべ
き仕事です。（新型コロナウイル
スの影響で）来日する観光客
が減った今、中国人のマナー
は悪いからもう来なくていいと考
えるのではなく、これまで十分
京都にお金を落としてくれたの
だから、相手が困ったときこそ、
自分たちが築いてきた関係を
使って応援しましょう…という矜
持を今こそ持ってほしいと思い
ます。本来グローバルな世界に
おける国と国の関係は、そうい
う押し引きの連続であり、中央
政府ではなく地域がイニシア
ティブをとって取り組む時代に

差しかかっているのではないで
しょうか。
　東京はひたすら欧米化を目指
しているだけですが、京都や大
阪、神戸には長い歴史の中で
それぞれ磨き上げられてきた個
性があります。それぞれの長所
を活かし、得意分野を提供し
合えば、東京に負けない太い
関係性を海外の国 と々築けるは
ずです。そのとき、考えを一つ
にして協調や連携をする必要は
ありません。なぜ京都というま
ちが 1200 年以上の間、日本
の中心地であり続けられたのか
を考えれば、自ずと自分たちの
多様性とアイデンティティのあり
かが見つかり、新しい価値観の
創造につながると思います。
　いま世界で何が起こっている
かを見据え、翻ってそれが京都
にどのような影響を及ぼすのか
という目を持って、この激動の
時代をポジティブに活動してい
ただきたいですね。

　小説の主人公は “視点のカメ
ラ” を持っています。このカメラ
を通じて物語が進行するだけで
なく、視点登場人物の内面を映
し出すという重要な働きをしま
す。例えば、8 年前に上梓した
小説『黙示』では、農薬に反
対している養蜂家とその農薬を
開発しているメーカーの責任者
が登場するのですが、両者に視
点を持たせました。養蜂家は自
分たちのミツバチが死んでいる
から農薬は悪だと言いますが、
小さな農薬メーカーがどんな思
いや技術で農薬を作ったかを聞
くうちに、気持ちが揺れ動く。
一方、開発者側にも葛藤があり、
常に自問自答している。そうした、
意見を異にした人物たちの内面
で何が起きているのかを、読者
は知ることができるのです。
　『ハゲタカ』シリーズでも視点
登場人物が数多く出てきます。
それぞれが、会社を買う側や買
われる側の立場で奮闘します
が、痛い目に合うのは架空の世
界の主人公で、読者は彼らの失
敗や成功を疑似体験できるので
す。すると、世の中には様々な
価値観が存在し、駆け引きが行
われるうちに人の考えはこんなふ
うに変わるなど、現実には失敗
せずとも、多くのことに気づくきっ

かけとなります。世の中の仕組
や他人の内面を読み解く感受性
を、小説で楽しみながら身に着
けていただければと思います。

　日本はほぼ単一言語、単一
文化の国であり価値観の近い人
が多く、何かあれば「一つにな
ろう」「つながろう」と言い、空
気を読めないのはよくないと考え
る風潮があります。しかし世界
を見渡すと、様々な文化や価値
観が共存し、だからこそ多様性
を生み出している国がたくさんあ
ります。
　例えば、ニューヨークのウォー
ル街で働く人たちはリーマン
ショックで世界経済を破綻させ
るくらいの失敗をしたのに、いま
だ に「Greed is good」、す な
わち「強欲は善だ」という考え
を持ち続けています。失敗はし
たけれど、金儲けがアメリカンド
リームを実現するためのモチ
ベーションであることは変わりな
く、強欲でなければ厳しいビジ
ネス社会では生き残れない。む
しろ、強欲を反省しろというのは
負け組の言い訳で、私たちには
関係ないと言って憚りません。
北京や上海でも同じような発言
はよく聞きますし、「なぜ相手を
思いやらなければならないの
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1962 年大阪府生まれ。同志社大学卒、
新聞記者、フリーライターを経て 2004 年
『ハゲタカ』でデビュー。同シリーズのほか、
『マグマ』『黙示』『売国』など幅広い社会
問題を現代に問う小説を発表している。近
著に日本の財政破綻を描いた『オペレー
ション Z』（3 月 15 日～WOWOW でドラ
マ化）、東京五輪を舞台にした『トリガー』、
再生細胞と医療の未来に迫る『神域』など。
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か？」「他人を無条件で認めな
ければならない理由は？」と平
然と返されます。こうした感覚は
一見日本人と似ているので余計
に理解しづらく、私自身も始め
は大変違和感を覚えました。
　そのうち、「多様性を理解する
には、自分たちが持っている価
値観をゼロにしなければならな
い」と気づきました。日本人は
まず相手との共通項を探そうと
しますが、相手と自分は “違う”
のだという前提に立てば、「理解
できないのは当然」であり「話
せば分かる」は幻想なのです。
　特に、京都は国際都市です
から、経済や観光の分野で外国
人と関わる機会も少なくありませ
ん。今までの先入観を捨て、ど
こまで自分たちとの違いに向き
合えるのか、グローバル社会を
生きていくうえで大切な要素に
なってくると思います。

　アメリカは日本にとって大切
な友好国であり、対応するのは
政府や主要機関のある首都が
中心ですが、アジアやロシアな
どの国 と々のパイプを担うのは、
東京以外のまちや住民がやるべ
き仕事です。（新型コロナウイル
スの影響で）来日する観光客
が減った今、中国人のマナー
は悪いからもう来なくていいと考
えるのではなく、これまで十分
京都にお金を落としてくれたの
だから、相手が困ったときこそ、
自分たちが築いてきた関係を
使って応援しましょう…という矜
持を今こそ持ってほしいと思い
ます。本来グローバルな世界に
おける国と国の関係は、そうい
う押し引きの連続であり、中央
政府ではなく地域がイニシア
ティブをとって取り組む時代に

差しかかっているのではないで
しょうか。
　東京はひたすら欧米化を目指
しているだけですが、京都や大
阪、神戸には長い歴史の中で
それぞれ磨き上げられてきた個
性があります。それぞれの長所
を活かし、得意分野を提供し
合えば、東京に負けない太い
関係性を海外の国 と々築けるは
ずです。そのとき、考えを一つ
にして協調や連携をする必要は
ありません。なぜ京都というま
ちが 1200 年以上の間、日本
の中心地であり続けられたのか
を考えれば、自ずと自分たちの
多様性とアイデンティティのあり
かが見つかり、新しい価値観の
創造につながると思います。
　いま世界で何が起こっている
かを見据え、翻ってそれが京都
にどのような影響を及ぼすのか
という目を持って、この激動の
時代をポジティブに活動してい
ただきたいですね。

　小説の主人公は “視点のカメ
ラ” を持っています。このカメラ
を通じて物語が進行するだけで
なく、視点登場人物の内面を映
し出すという重要な働きをしま
す。例えば、8 年前に上梓した
小説『黙示』では、農薬に反
対している養蜂家とその農薬を
開発しているメーカーの責任者
が登場するのですが、両者に視
点を持たせました。養蜂家は自
分たちのミツバチが死んでいる
から農薬は悪だと言いますが、
小さな農薬メーカーがどんな思
いや技術で農薬を作ったかを聞
くうちに、気持ちが揺れ動く。
一方、開発者側にも葛藤があり、
常に自問自答している。そうした、
意見を異にした人物たちの内面
で何が起きているのかを、読者
は知ることができるのです。
　『ハゲタカ』シリーズでも視点
登場人物が数多く出てきます。
それぞれが、会社を買う側や買
われる側の立場で奮闘します
が、痛い目に合うのは架空の世
界の主人公で、読者は彼らの失
敗や成功を疑似体験できるので
す。すると、世の中には様々な
価値観が存在し、駆け引きが行
われるうちに人の考えはこんなふ
うに変わるなど、現実には失敗
せずとも、多くのことに気づくきっ

かけとなります。世の中の仕組
や他人の内面を読み解く感受性
を、小説で楽しみながら身に着
けていただければと思います。

　日本はほぼ単一言語、単一
文化の国であり価値観の近い人
が多く、何かあれば「一つにな
ろう」「つながろう」と言い、空
気を読めないのはよくないと考え
る風潮があります。しかし世界
を見渡すと、様々な文化や価値
観が共存し、だからこそ多様性
を生み出している国がたくさんあ
ります。
　例えば、ニューヨークのウォー
ル街で働く人たちはリーマン
ショックで世界経済を破綻させ
るくらいの失敗をしたのに、いま
だ に「Greed is good」、す な
わち「強欲は善だ」という考え
を持ち続けています。失敗はし
たけれど、金儲けがアメリカンド
リームを実現するためのモチ
ベーションであることは変わりな
く、強欲でなければ厳しいビジ
ネス社会では生き残れない。む
しろ、強欲を反省しろというのは
負け組の言い訳で、私たちには
関係ないと言って憚りません。
北京や上海でも同じような発言
はよく聞きますし、「なぜ相手を
思いやらなければならないの

京都の矜持
国際交流で
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京都大学総合人間学部へ入学後、
国際協力団体の代表としてカンボジ
アの学校建設に携わる。2017 年、
社会課題を解決する人材を育成す
る「taliki」を設立。起業家支援
事業やオープンイノベーション事業
の促進に取り組んでいる。
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　私が起業を目指すようになったのは、学生

時代、先輩から誘われてカンボジアに小学

校を建設するプロジェクトに参加したのが

きっかけです。2つ目の校舎を建てたときに、

箱を提供するだけでは解決できない問題が

たくさんあるということに気づきました。例え

ば、家計を支えるために働いている子どもは

学校に通えないし、教師の数も質も不足して

いる…。そもそも社会構造の問題にアクセス

する必要があるのではないか？ そう考えて

渡米を決意し、ニューヨークの報道局でイン

ターンシップをしながら、ビジネススクール

で政治や経済のことを勉強しました。

　アメリカで強く感じたのは、社会構造を変

革する原動力となっているのは、民衆一人ひ

とり、例えば私たちのような草の根の活動が

作り出すムーブメントや空気感だということ。

社会のひずみにアクセスしていくプレーヤー

を育てることで、全体最適の精度を高めてい

けるのではないかと考えました。Ａ対Ｂという

対立項ではなく、Ｃというプランで解決でき

るよねと提案できる人が増えれば、世の中の

構図は変わっていくでしょう。私自身がプ

レーヤーではなく、プレーヤーを支援する仕

組みを提供して、彼らの力をムーブメントに

たすことで、彼らのアイデアやプラ

ンを後押しし、具現化していけれ

ばと思っています。

　京都には積み重なってきた歴史

や文化、学術、またベンチャー企

業が生み出す技術など、古いもの

と新しいものがちょうど良い塩梅

でミックスされています。情報量は

多くも少なくもなく、つまりアイデア

や思考が均質化されていないこと

が特徴で、私たちのプログラムに

おいても、京都を訪れるムスリム向

けに、商品のバーコードをかざせ

ば、そこに原材料が表示されると

いう観光文化に立脚したサービス

など、東京とは違ったオリジナリ

ティの高いビジネスプランが生ま

れています。

　世の中には、すぐにお金にはな

らないかもしれませんが、解決しな

ければならない課題がたくさん横

たわっています。事業承継の問題

で言えば、みかん農家のロボット

部品を作っている工場を継いでく

れる人がいないのなら、例えばそ

の社会起業家が工場を承継して、

ロボットの部品を作りつつ、農家

の作業負担を軽減するようなサー

ビスを提供していくことも可能で

しょう。最近ではESG投資、つまり

環境や社会に良い影響を及ぼす

取り組みに積極的に投資しようと

いう動きが加速していますが、今

後はこうした領域にもアクセスして

いくことで、新たな社会起業家の

育成や投資家の誘引につなげた

いですね。

　京都のまちには商工会議所のよ

うな産業を支援する機関もあるし、

京都経済センターのような場も用

意されていますが、例えば資金調

達の方法など足りないものもあり

ます。その部分を私たちが補完して

いくことで、京都に社会起業家が

集まるエコシステムを根づかせて

いきたいと思います。

社
会
課
題
を
解
決
す
る
起
業
家
を
育
成
す
る

プレーヤーの力
を

世の中を変える

ムーブメントに
京都発の
エコシステムで

新たな投資と

ベンチャー

意欲を誘引
てみると「苦労して育てた野菜は、

自分たちの手で収穫したい」と言

われたそうです。求められているの

は収穫の自動化ではなく、収穫作

業のときに発生する負担の軽減で

はないか…。新たな課題の掘り起

こしを行ってPDCAを繰り返し、み

かん農家をターゲットにした収穫

コンテナ（かご）の積み下ろしを自

動化するロボット開発につなげま

した。まだプロト段階ですが、先日

開催されたデモンストレーション

でも投資家から高い評価を受ける

など、事業化に向けて大きな一歩

を踏み出しています。

　talikiを創業して3年、これまで

100人以上の社会起業家をサ

ポートし、資金調達が必要なビジ

ネスの芽もたくさん育ちつつありま

す。京都は大学のまちで、意欲あふ

れる若者が埋もれています。私た

ちがアクセラレーターの役割を果

変えていく…。talikiという社名は他力本願、

そんな思いが込められています。

　現在、30歳以下の社会起業家に対して、

そのアイデアを4ヶ月間でプロトタイプ、つま

り顧客の声が聞けるまで持っていくプログラ

ムを提供しているほか、オープンイノベーショ

ンに結びつく企業向け社内起業家育成のサ

ポート、またベンチャーキャピタルと連携し、

私自身も投資活動を行いながら、資金面で

スタートアップを支援する取り組みなどを進

めています。

　特に、社会起業家の育成プログラムでは、

20代で起業した経営者や投資家などをメン

ターに迎え、彼らからアドバイスをもらいな

がらブラッシュアップしていく仕組みを作りま

した。起業というのは決して簡単なことでな

く、せっかくアイデアを練ったのにほかにやっ

ている人がいるという場合がほとんどです。

世の中に役立つから商品が売れる、お金が

集まるということでなく、社会的なニーズをど

のように経済的なインセンティブに紐づけて

いくかを考えることが大切だと思っています。

　例えば、野菜を刈り取る機械を開発した

学生がいましたが、実際に農家に持って行っ

社会ニーズを

経済性に結びつ
け
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　私が起業を目指すようになったのは、学生

時代、先輩から誘われてカンボジアに小学

校を建設するプロジェクトに参加したのが
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　ICOM（国際博物館会議）と

いうのは、第二次世界大戦が終

わった翌年の 1946 年、分断さ

れた世界を文化の力で一つにし

ようという願いを込めてパリで発

足したものです。昨年 9月には、

日本で初めて、しかも京都を舞

台として「ICOM 京 都 大 会

2019」が開かれ、世界 120 の

国と地域から過去最多の 4800

人が参加者するなど、京都のブ

ランド力が世界にどれだけ影響

ミュージアムは大きな資産となって

いくでしょう。私たちが掲げる

「MUSEUMS AS CULTURAL 

HUBS」という理念は、まさに

異なる分野を横断的につない

で、社会を変える大きな力を生

み出すことだと考えています。

　文化、あるいは文化に象徴さ

れるミュージアムと経済は、密

接に関連しています。2016 年

のデータによれば、アメリカでは

ミュージアムに関連する雇用創

出は 72 万 6000 人。GDP に

寄与している額は 500 億ドルと

言われています。また、大英博

物館では年間の支出額だけで 7

億 1500 万ポンド、つまり一つ

のミュージアムが 1000 億円の

事業に取り組んでいて、地域社

会に実質的な収益をもたらす原

動力になっているのです。

　日本全国の博物館・美術館

の数は約 5000、京都には大小

200 のミュージアムがあって、

独自のイベントや展示会などを

企画していますが、なかなか目

に見える集客に結びつかないの

が現状です。最近では、こうし

た経済効果型ではなく、もっと

幅広い社会効果、つまり環境や

福祉など様々な課題解決に深く

関わっていこうという議論が行わ

れるようになっています。

　例えば、京都国立博物館で

は、会員になっていただいた皆

さんに向けて、休館日に特別鑑

賞会を開いたり、文化遺産を見

学するツアーや講演会を企画し

たりしていますが、ミュージアム

が中心となって多くの人たちが

集まる場を提供し、社会的な結

束を強めていくことで、市民一

人ひとりの幸せに寄与していく。

あるいは、企業にとっては新し

いデザインやイノベーションを創

造する源となり、地域の経済発

展の促進につながっていく…。

特に、京都の地で育まれてきた

ミュージアム、あるいは文化にか

かわる施設や産業は地域に密着

した取り組みを継続して行ってい

るところも多く、「CULTURAL 

HUBS」として大きな可能性を

持っていると思っています。

　グローバル化を迎えた時代、

これから京都がより良い地域社

会を構築していくために、その基

盤として行政、学術、経済、こ

の 3 つの柱が緊密に連携して課

題に向き合っていく必要があるで

しょう。OECD でも「地方政府

にとってミュージアムは地域開発

の一コマであるに止まらず変革の

原動力にもなる」と宣言していま

す。ぜひ、地域の経済を支える

社会資本としてミュージアムの価

値を改めて見直し、社会や企業、

地域の発展のために幅広く活用

していただければと思います。
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1941年兵庫県姫路市生まれ。京都大学文学部、大学院文
学研究科で美術史学を専攻。京都府教育委員会、文化庁
で文化財保護行政に携わる。その後京都大学教授、京都
大学附属図書館館長、独立行政法人国立文化財機構理
事長を経て現在京都国立博物館館長。専門は日本近世絵
画史。著書「円山応挙研究」で國華賞、日本学士院賞受
賞。2000年フンボルト賞受賞。2013年京都市文化功労者
表彰、2017年京都府文化賞特別功労賞受賞。他に「文人
画の鑑賞基礎知識」「蕪村 放浪する『文人』」など。
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力を持っているか、改めて実感

することができました。

　今回の京都会議では、OECD

（経済協力開発機構）とパート

ナーシップを提携し、地域開発・

地域発展に文化の力を取り入

れ、持続可能な社会の建設に

寄与していこうという決議の場と

なりました。世の中がどんどん

変化している中、ミュージアムに

何ができるのか？ 国や人種、時

代の違いを超え、様々な課題が

自由に議論される中心軸として

の役割を果たしていくことで、例

えば観光客を誘致して収益を増

やしたり、文化の多様性を広げ

たり、創造性を刺激したり…、

地域の開発や発展にとって

佐
々
木 

丞
平

Johei Sasaki

価値観の違いを
超えて

中心軸（HUBS）
の役割を果たす 地域の幸せに

貢献する
21世紀型の
ミュージアム

文化庁の京都への本格移転を控え、「文化×産業」の取組に注目が集まるな

か、京都国立博物館・佐々木館長の講演録をお届けします。

講演録
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